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⑵

●問い合わせ先　役場1階　住民課　内線1114 
 
 住基ネット第2次サービスが開始されます。 

 
【住民票の写しの広域交付】 
 

【転入出転出手続の簡素化】 
 全国どこの市区町村でも 

自分の住民票の写し 
が取れるようになります。 
 

全国どこの市区町村でも 
自分の住民票の写し 
が取れるようになります。 
 現在、住民票の写しの交付は、住んでいる市区町村でしか受け
られません。住基ネットを活用して全国の市区町村間で住民票

の情報のやり取りができるようになることによって、本人や世

帯の住民票の写し（戸籍の表示を省略したもの）の交付が受け

られるようになります。 

希望すれば、住民基本台帳カードが交付されます。 

このカードは、券面に写真が貼ってあるカードと貼っていない

カードと２種類あり、どちらかを作成することができます。 
※運転免許証やパスポートをお持ちでない方は、新たな身分証明書として効果的に利用できると思われます。 

さらに近い将来、自宅のパソコンから24時間、役所への電子申

請、電子届出が可能となった場合に、このカードに格納される

個人認証の証明書が必要となることが予定されています。 

●カード内に記録されている住民票コードにより、
　住基ネットでの本人確認に利用できます。 
●公的個人認証サービスの秘密鍵、電子証明書の
　保存用カードとして利用できます。 
●写真付を希望した場合は、公的な証明書として
　利用できます。 
●市区町村の条例で規定する独自のサービスに利
　用できます。 
●高度のセキュリティ機能を備えたＩＣカードを
　採用します。 

現在、引越の場合には、まず、住んでいる市区町村に転出届を

行い、転出証明書の交付を受けた上で、引越先の市区町村に転

入届を行う必要があります。 

住民基本台帳カードの交付を受けている場合は、確実な本人確

認ができるため、一定の事項を記入した転出届を郵送で行い

（この場合の転出届は、近い将来、インターネットで行うこと

も可能となる予定です。）、住民基本台帳カードを引越先の市

区町村の窓口で提示して転入届を行うことにより、引越の場合

に窓口に行くのが転入時の1回だけで済むようになります。 

 

①申請書の提出 

　▽申請書は役場住民課の窓口に置いてあります。 

　▽写真つきのカードを作成する場合には、顔写真は役場で

　　撮影します。なお、希望により撮影済の顔写真を使用し

　　たい場合は、申請前６ヶ月以内に撮影した無帽、正面、

　　無背景の写真（縦4.5㌢×横3.5㌢）を持ってきてください。 

　▽15歳未満の方のカードを作る場合には、両親等法定代

　　理人に交付することになります。 

②住基カード交付時の本人確認 

　▽本人確認には、写真つきの身分証明書の提示が必要と

　　なります。 

③パスワード（暗証番号）の設定 

　▽このカードを利用するためには、４桁の数字のパスワー

　　ド（暗証番号）をシステムに入力する必要があります。 

④カードの交付 

　▽カードの交付には、1枚500円の手数料が必要になります。

　▽申請から約30分程度かかります。 
　▽有効期限は10年間です。 

【住民基本台帳カードの交付】 
 上記のサービスを受ける際 
に提示が必要となる 
カードです。 
 

上記のサービスを受ける際 
に提示が必要となる 
カードです。 
 

住民基本台帳カードの交付を受けている場合、 
転出届を郵送で行うことにより、 
 
引越の手続で窓口に行くの 
は転入時だけで済みます。 
 
 

引越の手続で窓口に行くの 
は転入時だけで済みます。 
 
 

戸籍の表示を 
省略したもの （ （ 

※このサービスは８月25日時点では、まだ開始されません。 

写真付カード 

●カードの交付を受けるには 
 

住民基本台帳ネットワークシステム 
 



●
報
告 

▽
平
成
14
年
度
八
郷
町
一
般
会
計
予
算

　
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書 

▽
平
成
14
年
度
八
郷
下
水
道
事
業
特
別

　
会
計
予
算
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

▽
財
団
法
人
八
郷
町
農
業
開
発
事
業
団

　
の
予
算
及
び
決
算
に
関
す
る
書
類
の

　
提
出
に
つ
い
て 

▽
財
団
法
人
八
郷
町
産
業
文
化
事
業
団

　
の
予
算
及
び
決
算
に
関
す
る
書
類
の

　
提
出
に
つ
い
て 

▽
八
郷
町
土
地
開
発
公
社
の
決
算
に
関

　
す
る
書
類
の
提
出
に
つ
い
て 

▽
専
決
処
分
の
報
告 

　
平
成
14
年
度
国
補
特
環
管
渠
工
事
第

　
95
号
の
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ

　
い
て 

　
変
更
額
　 

一
五
万
七
、五
〇
〇
円
減 

　
契
約
額
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
一
億
三
、八
九
六
万
七
、五
〇
〇
円 

　
契
約
先
　
　
　
　
　
　
市
村
土
建
㈱ 

▽
専
決
処
分
の
報
告 

　
国
補
特
環
管
渠
工
事
第
96
号
の
工
事

　
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て 

　
変
更
額
　  
　
　
　 

四
二
〇
万
円
増 

　
契
約
額
　
　
　
　
一
億
二
九
〇
万
円 

　
契
約
先
　
西
松
建
設
㈱
東
関
東
支
店 

▽
専
決
処
分
の
報
告 

　
国
補
特
環
管
渠
工
事
第
１
０
１
号
の

　
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て 

　
変
更
額
　  

　     

　
九
四
五
万
円
増 

　
契
約
額
　
　
　     

五
、九
八
五
万
円 

　
契
約
先
　 

　
　
　
ア
イ
サ
ワ
工
業
㈱
茨
城
営
業
所 

●
議
案 

▽
平
成
15
年
度
八
郷
町
一
般
会
計
補
正

　
予
算
（
第
２
号
） 

予
算
総
額
を
六
九
七
万
二
、
〇
〇
〇
円

追
加
し
九
五
億
四
、一
九
七
万
二
、〇
〇

〇
円
と
し
ま
し
た
。 

▽
平
成
15
年
度
八
郷
町
国
民
健
康
保
険

　
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
） 

予
算
総
額
を
三
、五
一
九
万
三
、〇
〇
〇

円
追
加
し
二
七
億
三
、五
一
九
万
三
、〇
〇

〇
円
と
し
ま
し
た
。 

▽
平
成
15
年
度
八
郷
町
老
人
保
健
特
別

　
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
） 

予
算
総
額
を
四
、六
五
四
万
九
、〇
〇
〇

円
追
加
し
二
九
億
四
五
四
万
九
、
〇
〇

〇
円
と
し
ま
し
た
。 

▽
平
成
15
年
度
八
郷
町
下
水
道
事
業
特

　
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
） 

予
算
総
額
を
三
〇
〇
万
円
追
加
し
一
三

億
三
〇
〇
万
円
と
し
ま
し
た
。 

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結 

　
平
成
14
年
度
国
補
特
環
管
渠
工
事
第

　
１
１
８
号 

　
契
約
額
　
　
　
　
一
億
六
八
九
万
円 

　
契
約
先
　
　
佐
田
建
設
㈱
水
戸
支
店 

▽
工
事
請
負
契
約
の
変
更 

　
14
国
補
緊
道
第
１
号
｜
２
　
道
路
改

　
良
工
事 

　
変
更
額
　  

　
　
　 

六
七
二
万
円
増 

　
契
約
額
　
　
　
　
五
、
〇
八
二
万
円 

　
契
約
先
　
　
　
　
　
㈱
大
場
工
務
店 

▽
工
事
請
負
契
約
の
変
更 

　
平
成
14
年
度
国
補
特
環
管
渠
工
事
第

　
１
０
０
号 

　
変
更
額 

　
　
　  

六
八
二 

万
五
、
〇
〇
〇
円
増 

　
契
約
額
　   

　
　  

五
、四
六
〇
万
円 

　
契
約
先
　
　
　
　
　
　
中
川
理
水
㈱ 

▽
八
郷
町
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る

　
委
員
の
選
挙
区
設
定
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例 

▽
八
郷
町
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退

　
職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

▽
八
郷
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例 

▽
土
地
改
良
事
業
計
画
の
変
更
（
片

　
岡
・
白
幡
地
区
） 

▽
工
事
請
負
契
約
の
変
更 

　
14
国
補
緊
道
第
１
号
｜
１
　
道
路
改

　
良
工
事 

　
変
更
額 

　
　 

二
、
三
八
三
万
五
、
〇
〇
〇
円
増 

　
契
約
額 

　
　
　
一
億
四
〇
五
万
五
、
〇
〇
〇
円 

　
契
約
先
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱
進
貢 

▽
町
有
財
産
の
取
得 

　
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
２
台 

　
契
約
額 

　
　
　 

二
、
七
一
九
万
五
、
〇
〇
〇
円 

　
契
約
先
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲
鈴
機 

 

●
認
定
　 

▽
平
成
14
年
度
フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
柿
岡
団

地
内
汚
水
処
理
管
理
特
別
会
計
決
算
の

認
定
に
つ
い
て
　 

  

⑶

平成15年第2回八郷町議会定例会 

　平成15年第2回八郷町議会定例会が、6月13日に招集され20日まで 

の8日間の日程で開かれました。 

　案件は、報告8件、議案13件、認定1件ですべて原案のとおり可決 

採択されました。案件は次のとおりです。 

 



    

　
以
下
の
サ
ー
ビ
ス
を
ま
と
め
て
一
ヶ

月
に
利
用
で
き
る
上
限
額
が
要
支
援
・

要
介
護
度
別
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
負
担
は
費
用
の
一
割
で
す
。 

 

●
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
） 

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
家
庭
を
訪
問

し
、
食
事
、
入
浴
、
排
泄
な
ど
の
身
体

介
助
や
、
炊
事
、
掃
除
な
ど
の
家
事
援

助
を
行
い
ま
す
。 

 

●
訪
問
入
浴
介
護 

　
入
浴
設
備
や
簡
易
浴
槽
を
積
ん
だ
移

動
入
浴
車
な
ど
で
訪
問
し
、
入
浴
の
介

助
を
行
い
ま
す
。 

 

●
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

 

　
　
　
　
　
　
（
デ
イ
ケ
ア
） 

　
介
護
老
人
保
健
施
設
や
医
療
機
関
な

ど
に
通
い
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が

受
け
ら
れ
ま
す
。 

        

●
短
期
入
所
生
活
介
護 

●
短
期
入
所
療
養
介
護 

 

　
　
　
　
　
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
） 

　
短
期
間
、
施
設
に
宿
泊
し
な
が
ら
、

介
護
や
機
能
訓
練
な
ど
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

※
日
常
生
活
上
の
介
護
を
受
け
る

「
生
活
介
護
」
と
、
医
学
的
管
理
の
も

と
で
介
護
を
受
け
る
「
療
養
介
護
」
が

あ
り
ま
す
。 

  

●
訪
問
看
護 

　
看
護
師
な
ど
が
家
庭
を
訪
問
し
て
、

主
治
医
と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
病
状
を

観
察
し
た
り
床
ず
れ
の
手
当
て
な
ど
を

行
い
ま
す
。 

 

●
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

　
理
学
療
法
士
や
作
業
療
法
士
が
家
庭

を
訪
問
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
す
。 

 

●
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
） 

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
、

食
事
、
入
浴
の
提
供
や
、
日
常
動
作
訓

練
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

 

●
福
祉
用
具
の
貸
与 

　
日
常
生
活
の
自
立
を
助
け
る
用
具
を

貸
し
出
し
ま
す
。 

　
▽
特
殊
寝
台 

　
▽
特
殊
寝
台
付
属
品（
マ
ッ
ト
レ
ス
）

　
▽
じ
ょ
く
瘡
予
防
用
具 

 
　
　
　
　
（
エ
ア
ー
マ
ッ
ト
な
ど
）

　
▽
車
い
す
　
▽
車
い
す
付
属
品 

　
▽
手
す
り
　
▽
歩
行
器 

　
▽
歩
行
補
助
杖
　
▽
体
位
変
換
器
　

　
▽
移
動
用
リ
フ
ト
　
▽
ス
ロ
ー
プ 

　
▽
痴
呆
性
老
人
徘
徊
感
知
機
器 

            

●
居
宅
療
養
管
理
指
導 

　
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
な
ど
が

家
庭
を
訪
問
し
て
、
医
学
的
な
管
理
や

指
導
を
行
い
ま
す
。 

 

●
特
定
施
設
入
所
者
生
活
介
護 

　
有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
も
、
必
要

な
介
護
を
介
護
保
険
で
受
け
る
こ
と
が 

⑷

介護 
保険 
●近年高齢化の進展に伴って、寝た

きりや痴呆の高齢者が急速に増える

ことが見込まれています。また、介

護が必要な期間が長期化したり、介

護する家族の高齢化などが進んでお

り、家族による介護では十分な対応

が困難となってきています。「介護

保険制度」は、介護を社会全体で支

え、誰もが利用しやすく公平で効率

的な介護サービスを安心して受けら

れる制度です。 

特集
 

特集
 

特集
 

特集
 

在
宅
サ
ー
ビ
ス

在
宅
サ
ー
ビ
ス 

 
在
宅
サ
ー
ビ
ス 

 
居
宅
サ
ー
ビ
ス 

 

そ
の
他
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス 

 

今
月
号
で
は
、
介
護
保
険
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を 

紹
介
し
ま
す
。 

今
月
号
で
は
、
介
護
保
険
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を

今
月
号
で
は
、
介
護
保
険
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を 

紹
介
し
ま
す
。

紹
介
し
ま
す
。 

今
月
号
で
は
、
介
護
保
険
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を 

紹
介
し
ま
す
。 

自
宅
で
利
用
す
る
在
宅
サ
ー
ビ
ス
と
施
設
に
入
所
す
る 

施
設
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。 

自
分
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
選
ん
で
利
用
し
ま
し
ょ
う
。 

●問い合わせ先　役場１階福祉課　内線1141



が
で
き
ま
す
。 

 

●
痴
呆
対
応
型
共
同
生
活
介
護 

 

　
　
　
　
　
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

※
要
支
援
の
人
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。 

　
痴
呆
の
状
態
に
あ
る
高
齢
者
が
五
〜

九
人
で
共
同
生
活
を
し
な
が
ら
、
家
庭

的
な
雰
囲
気
の
中
で
の
介
護
が
受
け
ら

れ
ま
す
。 

 

●
福
祉
用
具
購
入
費
の
支
給 

　
要
介
護
状
態
区
分
に
か
か
わ
ら
ず
、

十
万
円
を
上
限
額
と
し
ま
す
（
期
間
は

一
年
間
）
。 

▽
腰
掛
け
便
座
　
▽
入
浴
補
助
用
具
　

▽
特
殊
尿
器
　
▽
簡
易
浴
槽
　 

▽
移
動
用
リ
フ
ト
の
つ
り
具 

     

●
住
宅
修
繕
費
の
支
給 

　
要
介
護
状
態
区
分
に
か
か
わ
ら
ず
、

二
十
万
円
を
上
限
額
と
し
ま
す
。 

▽
廊
下
や
階
段
、
浴
室
へ
の
手
す
り
設

置
　
▽
段
差
解
消
の
た
め
の
ス
ロ
ー
プ

設
置
　
▽
引
き
戸
へ
の
扉
の
取
り
替
え

▽
滑
り
止
め
の
た
め
の
床
ま
た
通
路
面

の
材
料
変
更
な
ど
の
小
規
　
模
な
改
修 

※
福
祉
用
具
購
入
費
と
住
宅
改
修
費
に

つ
い
て
は
、
い
っ
た
ん
全
額
が
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。
領
収
書
な
ど
を
添
え

て
市
区
町
村
に
申
請
す
る
と
、
保
険
給

付
分
（
九
割
）
が
後
か
ら
支
払
わ
れ
ま

す
。 

  

　
施
設
サ
ー
ビ
ス
は
、
介
護
が
中
心

か
、
治
療
が
中
心
か
、
ま
た
ど
の
程
度

医
療
上
の
ケ
ア
が
必
要
か
な
ど
に
よ
っ

て
、
入
所
す
る
施
設
を
三
種
類
か
ら
選

び
ま
す
。 

※
要
支
援
の
人
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。 

●
介
護
老
人
福
祉
施
設 

 

　
　
　
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
） 

　
日
常
生
活
に
常
時
介
護
が
必
要
で
、

自
宅
で
は
介
護
が
困
難
な
高
齢
者
が
入

所
し
ま
す
。
食
事
、
入
浴
、
排
泄
な
ど

の
日
常
生
活
の
介
護
や
健
康
管
理
が
受

け
ら
れ
ま
す
。 

●
介
護
老
人
保
健
施
設 

 

　
　
　
　
　
　
（
老
人
保
健
施
設
） 

　
病
状
が
安
定
し
、
リ
ハ
ビ
リ
に
重
点

を
置
い
た
ケ
ア
が
必
要
な
高
齢
者
が
入

所
し
ま
す
。
医
学
的
な
管
理
の
も
と

で
、
日
常
生
活
の
介
護
や
機
能
訓
練
が

受
け
ら
れ
ま
す
。 

●
介
護
療
養
型
医
療
施
設 

 

　
　
　
　
　
　
　
（
療
養
病
床
等
） 

　
急
性
期
の
治
療
が
終
わ
り
、
長
期
の

療
養
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の
た
め
の

医
療
機
関
の
病
床
で
す
。
医
療
、看
護
、

介
護
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

  

　
詳
し
い
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
福
祉

課
・
新
治
地
方
広
域
事
務
組
合
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

⑸

施
設
サ
ー
ビ
ス

施
設
サ
ー
ビ
ス 

施
設
サ
ー
ビ
ス 

　介護保健サービスの種類 

①訪問介護（ホームヘルプ） 

②訪問入浴介護 

③通所リハビリテーション 

④短期入所生活・療養介護 

⑤訪問看護 

⑥訪問リハビリテーション 

⑦通所介護 

⑧福祉用具の貸与 

⑨居宅療養管理指導 

⑩特定施設入所者生活介護 

⑪痴呆対応型共同生活介護 

 
身体介護（30分以上１時間未満） 
家事援助（30分以上１時間未満） 

 

要支援～要介護５医療機関（所要時間４～６時間） 
要支援～要介護５介護老人保健施設の場合（１日につき） 

訪問看護ステーションから（30分未満） 

病院または診療所から（30分未満） 

１日につき 

要支援～要介護５医療機関（所要時間４～６時間） 

 
１月１回まで 

要支援～要介護５（１日につき） 
要介護１～要介護５（１日につき） 
 

4,020円 

1,530円 

12,500円 

4,900～7,890円 

9,940～12,260円 

4,250円 

3,430円 

5,500円 

4,000～6,600円 

実際に貸与に要した費用 

9,400円 

2,380～8,180円 

8,090～8,740円 

402円 

153円 

1,250円 

490～789円 

994～1,226円 

425円 

343円 

550円 

400～660円 

利用者負担はその１割 

940円 

238～818円 

809～874円 

 

サービス費用のめやす 

 

　利用者負担 

 

介護保険で利用できる 
在宅サービス費用のめやす 

サ ー ビ ス の 要 件 

 



⑹

　
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
清
潔
で
快
適
な
環
境
で
生
活
を
送
っ
て 

い
た
だ
く
た
め
、
公
共
下
水
道
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
平
成
十
四
年
十
月
一
日
の
供
用
開
始
か
ら
、
処
理
区
域
内
の
皆
さ
ま

は
ト
イ
レ
、
台
所
、
風
呂
、
洗
濯
な
ど
の
汚
れ
た
水
を
下
水
道
へ
流
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
皆
さ
ま
に
公
共
下
水
道
を
使
用
し
て
い
た
だ
け
な
け
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
汚
れ
た
水
は
、
悪
臭
や
蚊
、
ハ
エ
の
発
生
原
因
と
な
る
ば
か

り
で
な
く
、
河
川
な
ど
を
汚
す
原
因
と
も
な
り
ま
す
。
ま
だ
、
下
水
道

へ
接
続
さ
れ
て
い
な
い
受
益
者
の
皆
さ
ま
は
、
下
水
道
事
業
の
目
的
等

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
速
や
か
に
接
続
し
、
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
に

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

処
理
区
域
内
で
は
、
次
の
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す 

①
遅
滞
な
く
公
共
下
水
道
に
接
続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
（
下
水

道
法
第
十
条
） 

②
く
み
取
り
便
所
は
三
年
以
内
に
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。（
下
水
道
法
第
十
一
条
の
三
） 

　
ま
た
、
町
で
は
一
日
も
早
く
下
水
道
へ
接
続
す
る
た
め
、
水
洗
便
所

等
改
造
資
金
利
子
補
給
制
度
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

処
理
区
域
（
下
水
道
へ
雑
排
水
が
流
せ
る
区
域
） 

 

柿
岡
地
区
　
新
地
、
荒
宿
、
、
西
町
、
寺
田
、
旭
町
、
上
宿
、
仲
町
、

　
　
　
　
　
新
宿
、
北
町
、
内
宿
、
下
宿
、
館
、
研
究
所
、
金
指
、
片

　
　
　
　
　
野
上
宿
、
片
野
下
宿
、
片
野
横
町
、
フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル 

小
幡
地
区
　
十
三
塚
、
里
、
稲
子
、
上
宿
、
中
宿
、
下
宿
、
堀
之
内
、

　
　
　
　
　
横
町
、
須
釜
、
石
沢
、
細
谷 

葦
穂
地
区
　
小
久
保 

林
地
区
　
根
小
屋
、
下
林
の
一
部 

 

　
な
お
、
東
成
井
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業
の
区
域
内
で
、
ま
だ
接
続

が
済
ん
で
い
な
い
受
益
者
の
皆
さ
ん
に
も
接
続
の
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

水
洗
便
所
等
改
造
資
金
利
子
補
給
制
度 

 

　
下
水
道
へ
雑
排
水
を
流
す
に
は
、
く
み
取
り
式
便
所
は
水
洗
便
所
に

改
造
す
る
こ
と
と
、
宅
地
内
配
管
の
工
事
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
工
事
に
は
か
な
り
の
費
用
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
町

で
は
資
金
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
水
洗
便
所
等
改
造
資
金
の
利

子
の
一
部
を
補
給
す
る
制
度
が
作
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
、
早
め
の
宅
地
内
配
管
工
事
の
実
施
を
お
願

い
し
ま
す
。 

　
希
望
さ
れ
る
方
は
下
水
道
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

公共下水道 
 

●問い合わせ先　役場1階　下水道課　内線1165 

 

にご協力を  早めの にご協力を  早めの 宅地内配管工事 宅地内配管工事 

平成15年度排水設備主任技術者 

資格認定試験を実施します。 
 ●申込締切日　平成15年8月20日（水） 
●申込先　　　役場下水道課 
　　　　　　　内線1165 
●試験日　　　平成15年10月28日（火） 
　　　　　　　受付　午後12時30分 
　　　　　　　試験　午後1時30分 
　　　　　　　　　　（2時間） 
●試験会場　　　　 
　　石岡会場　 
　　センチュリープラザ石岡 
●受験者講習会 
　　平成15年９月26日（金） 
　　石岡会場　 
　　センチュリープラザ石岡 
　　受付　午前10時～午後３時30分 

　※講習会は、9月19・22・24日に別 
　　の会場でも開催されますので26 
　　日に都合の悪い方は、下水道課 
　　にご相談ください。 
 



                    

　
　
　
　
国
民
年
金
で
は
、
老
齢
基

　
　
　
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に

は
、
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
に
達
す
る

ま
で
の
四
十
年
間
（
加
入
可
能
年

数
）
に
、
国
民
年
金
へ
の
保
険
料
納

付
済
期
間
、
保
険
料
免
除
期
間
お
よ

び
合
算
対
象
期
間
（
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま

す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
な
い

期
間
の
こ
と
で
す
。
）
を
合
計
し
た

期
間
が
二
十
五
年
以
上
必
要
と
な
り

ま
す
。 

   

　
ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額

は
、
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
加
入

可
能
年
数
す
べ
て
が
保
険
料
納
付
済
期

間
で
あ
っ
た
場
合
に
、
六
十
五
歳
か
ら

満
額
の
年
金
（
平
成
十
五
年
物
価
ス
ラ

イ
ド
後
七
十
九
万
七
千
円
）
が
受
け
ら

れ
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い

期
間
等
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
期
間

に
応
じ
て
年
金
額
が
減
額
さ
れ
る
計
算

を
行
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
今
回
の
あ
な
た
の
よ
う

に
、
保
険
料
未
納
期
間
が
あ
る
た
め
に

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
を
満

た
す
こ
と
が
で
き
な
い
方
や
、
満
額
の

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
で
き
な
い
方
に

つ
い
て
は
、
六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
に

達
す
る
ま
で
の
間
に
お
い
て
任
意
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
具
体
的
に
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
条

件
に
該
当
す
る
場
合
、
本
人
の
意
志
で

国
民
年
金
に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

 

⑴
　
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
二
十

　
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
者
で
あ
っ

　
て
、
老
齢
（
退
職
）
年
金
受
給
者
で   

　
あ
る
た
め
に
適
用
除
外
と
さ
れ
て
い

　
た
者
　
　
　 

⑵
　
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
六

　
十
歳
以
上
以
上
六
十
五
歳
未
満
の

　
者 

⑶
　
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
で
あ
っ

　
て
外
国
に
居
住
し
て
い
る
二
十
歳

　
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
者 

 

　
ま
た
、
昭
和
三
十
年
四
月
一
日
以

前
に
生
ま
れ
た
者
で
あ
っ
て
、
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
を
満
た

し
て
い
な
い
者
に
限
り
、
六
十
五
歳

以
上
七
十
歳
未
満
の
間
に
お
い
て
受

給
者
資
格
期
間
を
満
た
す
ま
で
任
意

加
入
で
き
る
特
例
が
あ
り
ま
す
。 

　
な
お
、
任
意
加
入
の
手
続
き
は
、

六
十
歳
に
な
っ
て
か
ら
市
区
町
村
役

場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
に
「
国
民

年
金
被
保
険
者
資
格
取
得
届
（
申

出
）
書
」
を
添
え
て
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。 

 
●
国
民
年
金
に
関
す
る
こ
と
は
役
場

国
保
医
療
課
（
内
線
一
一
二
六
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

   

　
八
郷
町
更
生
保
護
女
性
会 

　
　
　
　
代
表
　
加
　
藤
　
佐
志
能

　
み
な
さ
ん
は「
更
生
保
護
女
性
会
」 

（
従
来
は
「
婦
人
会
」
の
と
こ
ろ
、

今
年
四
月
か
ら
改
称
）
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
全
国
的
組
織
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
、
県
内
各
市

町
村
単
位
で
活
動
を
し
て
お
り
ま
す

が
、
わ
が
八
郷
町
で
は
平
成
元
年
に

発
足
し
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど
十
五
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。 

　
会
員
は
、
女
性
ば
か
り
の
ほ
ぼ

中
・
高
年
世
代
で
、
子
育
て
終
了

後
、
何
か
社
会
の
役
に
立
ち
た
い
と

い
う
純
粋
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で

集
っ
た
人
た
ち
ば
か
り
で
す
。 

　
一
般
に
は
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い

こ
の
会
は
、
次
代
を
担
う
青
少
年
の

健
全
な
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、

過
ち
に
陥
っ
た
人
た
ち
（
受
刑
者
）

の
立
ち
直
り
を
支
援
す
る
た
め
に

「
愛
の
募
金
」
活
動
を
行
っ
た
り
、

犯
罪
予
防
の
た
め
の
子
育
て
支
援
事

業
な
ど
を
推
し
進
め
て
、
少
し
ず
つ

地
域
の
中
に
浸
透
し
て
い
く
こ
と
を

目
標
と
し
て
お
り
ま
す
。 

　
そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
の
「
愛

の
募
金
」
は
、
毎
年
七
、
八
月
の
両

月
に
か
け
て
行
っ
て
お
り
、
今
年
も 

   

ま
た
そ
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
み

な
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
浄
財
は
、

県
内
八
か
所
の
矯
正
施
設
へ
教
育
資

材
、
テ
レ
ビ
、
図
書
、
衣
類
な
ど
、

施
設
の
希
望
に
応
じ
て
寄
贈
し
、
大

変
よ
ろ
こ
ば
れ
て
お
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
私
た
ち
の
活
動
に
深
い
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
多
く
の
み
な
さ
ま
の
ご

芳
志
を
頂
だ
い
で
き
れ
ば
幸
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。 

　
な
お
、
こ
の
会
は
研
修
会
な
ど
い

ろ
い
ろ
勉
強
す
る
機
会
も
あ
り
、
自

己
啓
発
の
場
に
も
な
り
ま
す
の
で
、

会
員
に
な
ら
れ
た
い
と
い
う
ご
希
望

の
方
は
、
年
齢
を
問
い
ま
せ
ん
の

で
、
ど
う
ぞ
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。 

　
　
八
郷
町
下
林
七
二
〇
―
三 

　
　
電
話
四
三
―
〇
四
六
四 

　
　
　
　
　
　
　
加
　
藤
　
佐
志
能 

   

⑺

年
金
Ｑ
＆
Ａ 

国
民
年
金
の
任
意
加
入 

 
　
　
　
　
私
（
男
性
）
は
五

　
　
　
十
九
歳
の
者
で
す
。

個
人
で
商
売
を
し
て
き
ま
し

た
が
、
最
近
、
年
金
に
関
心

を
持
ち
、
自
分
の
過
去
の
年

金
加
入
期
間
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
二
十
五
年
と
い
う
受

給
資
格
期
間
を
満
た
す
た
め

に
は
、
六
十
歳
ま
で
国
民
年

金
の
保
険
料
を
納
め
て
も
一

年
ほ
ど
足
り
な
い
状
態
だ
と

分
か
り
ま
し
た
。
私
は
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。 

Ｑ Ａ 

「
愛
の
募
金
」
活
動
へ
の 

　
　
　
　
　

ご
理
解
と
ご
協
力
を 

  

寄稿 



⑻

八
郷
の
農
業
後
継
者
た
ち  

③ 

細
谷
　
潮
田 

陽
一
さ
ん   

 

養
豚
経
営 

 

（27） 

　
「
豚
は
病
気
に
か
か
り
や
す
い
生
き
物
な

の
で
、
健
康
管
理
に
は
気
を
使
い
ま
す
」
と

話
す
潮
田
陽
一
さ
ん
は
、
父
栄
一
さ
ん
、
母

よ
し
子
さ
ん
の
三
人
で
養
豚
を
経
営
し
て
い

ま
す
。
現
在
お
よ
そ
二
百
頭
の
豚
を
飼
育
し

て
お
り
、
世
話
に
管
理
に
と
忙
し
い
日
々
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
ん
な
潮
田
さ
ん
宅
で
は
今
か
ら
五
十
年

ぐ
ら
い
前
に
、
も
と
も
と
梨
農
家
で
あ
っ
た

の
を
祖
父
の
代
か
ら
養
豚
を
始
め
、
栄
一
さ

ん
夫
婦
が
本
格
的
に
養
豚
業
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。 

　
「
将
来
は
家
業
を
継
ご
う
と
小
さ
い
頃
か

ら
決
め
て
い
ま
し
た
」
と
語
る
陽
一
さ
ん
は

今
か
ら
四
年
前
に
経
営
に
加
わ
り
ま
し
た
。

「
最
初
は
思
っ
て
い
た
よ
り
大
変
で
し
た
ね
。

両
親
の
動
き
を
見
な
が
ら
体
で
覚
え
た
よ
う

な
も
の
で
す
」
と
話
し
ま
す
。 

　
そ
ん
な
陽
一
さ
ん
の
日
課
は
朝
七
時
に
豚

舎
に
来
て
か
ら
豚
の
様
子
を
一
頭
一
頭
確
認

し
、
餌
を
与
え
、
ワ
ク
チ
ン
を
注
射
し
ま

す
。「
豚
は
生
ま
れ
て
か
ら
す
ぐ
に
ワ
ク
チ
ン

を
打
ち
ま
す
。
そ
れ
か
ら
何
種
類
も
の
ワ
ク

チ
ン
を
打
た
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
病
気
と

の
格
闘
で
す
」
と
真
剣
な
表
情
を
見
せ
ま
す
。 

　
出
荷
は
下
館
市
に
あ
る
食
肉
セ
ン
タ
ー
に

週
に
二
回
行
い
ま
す
。
出
荷
の
目
安
は
百
十

㌔
前
後
。
病
気
に
か
か
ら
ず
元
気
に
出
荷
さ

れ
て
い
く
の
を
見
る
と
ほ
っ
と
す
る
と
陽
一

さ
ん
は
言
い
ま
す
。 

　
豚
舎
で
は
衛
生
管
理
に
気
を
使
っ
て
お

り
、
五
年
前
に
尿
を
浄
化
す
る
浄
化
槽
や
糞

を
堆
肥
に
か
え
る
機
械
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

父
の
栄
一
さ
ん
は
「
環
境
問
題
が
深
刻
化
す

る
中
で
、
設
備
投
資
が
で
き
ず
や
め
て
い
く

農
家
も
増
え
て
い
ま
す
。
維
持
費
も
か
か
り

ま
す
し
ね
」
と
話
し
「
後
戻
り
で
き
ま
せ
ん

の
で
陽
一
に
は
後
継
者
と
し
て
早
く
一
人
前

に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
」
と
陽
一
さ
ん

に
か
け
る
期
待
は
大
き
い
よ
う
で
す
。 

　
「
こ
れ
か
ら
は
他
の
農
場
な
ど
も
研
修
し

て
新
し
い
も
の
を
取
り
入
れ
て
み
た
い
で

す
」
と
話
す
陽
一
さ
ん
。
仕
事
に
か
け
る
熱

意
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
ヤ
サ
ト
ア
グ
リ
カ
ル

チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
「
後
継
者
と
い

う
意
味
で
は
み
ん
な
同
じ
立
場
で
す
の
で
、

気
軽
に
悩
み
な
ど
が
相
談
で
き
ま
す
。
良
き

仲
間
で
、
良
き
ラ
イ
バ
ル
で
す
ね
」
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。 

　
来
月
号
も
引
き
続
き
ヤ
サ
ト
ア
グ
リ
カ
ル

チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
の
紹
介
を
し
ま
す
。
ご

期
待
く
だ
さ
い
。
　 

「豚の赤ちゃんは本当にかわいいですよ」と陽一さん。 
いつも働く豚舎の中で。 
 



県
民
運
動
の
目
的
　 

　
茨
城
県
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
に
よ
る
交
通
事

故
死
傷
者
数
の
減
少
を
図
る
た
め
、
県
民
だ
れ
も
が

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
必
要
性
と

着
用
効
果
を
認
識
で
き
る

よ
う
県
、
市
町
村
、
関
係

機
関
・
団
体
及
び
企
業
な

ど
が
お
互
い
に
協
力
し
て
、

啓
発
活
動
等
を
効
果
的
に

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
率
の
向

上
と
着
用
の
定
着
化
を
図

り
、
や
さ
し
さ
と
ふ
れ
あ

い
が
あ
り
、
誰
で
も
が
大

好
き
と
言
え
る
い
ば
ら
き

創
り
に
役
立
て
る
こ
と
を

目
的
と
し
ま
す
。
　 

　
期
間
中
は
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
や
指
導
取
り
締
ま
り
、

効
果
測
定
な
ど
を
実
施
し

て
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
率

や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
普

及
の
向
上
を
呼
び
か
け
ま

す
。 

　
昨
年
七
月
初
旬
に
県
民
運
動
実
行
委

員
会
が
茨
城
県
内
八
十
七
ヶ
所
で
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
率
の
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
八
郷
町
は
七
〇
・
三
％
で
八
十
七

市
町
村
の
中
で
八
十
番
目
の
着
用
率
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

⑼

「その命　愛とベルトで　守ります」 

平成15年7月1日から平成16年2月29日 
 

　
平
成
十
三
年
の
茨
城
県
内
で
自
動
車
に
乗
っ
て
の

交
通
事
故
死
者
数
の
内
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し

て
い
な
か
っ
た
人
は
、
八
十
人
で
そ
の
う
ち
五
十
二

人
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
い
て
い
れ
ば
助
か
っ
た

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
事
故
分
析
が
出
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
も
運
転
す
る
際
、
助
手
席
に
同
乗

す
る
際
に
は
、
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
め
ま
し
ょ

う
。
六
歳
未
満
の
子
ど
も
を
乗
せ
る
時
は
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
装
着
し
ま
し
ょ
う
。 

茨城県の交通安全シンボル 

キャラクター「ストップくん」 

 

花と緑の楽園 
茨城県 

９月６日（土）～21日（日） 

 

　
「
花
と
緑
の
楽
園
」
茨
城
県
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
で
は
九
月
六
日
か
ら
二

十
一
日
ま
で「
秋
の
山
野
草
ま
つ
り
」

を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

期
間
中
の
催
し
物 

「
秋
の
山
野
草
展
」 

　
秋
の
七
草
を
は
じ
め
、
リ
ン
ド
ウ
、

シ
ュ
ウ
メ
イ
ギ
ク
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
等

で
創
作
展
示
い
た
し
ま
す
。 

「
山
野
草
特
別
販
売
」 

　
山
野
草
愛
好
者
に
人
気
の
高
い
山

野
草
を
多
数
取
り
揃
え
販
売
い
た
し

ま
す
。 

「
秋
植
え
球
根
特
別
販
売
」 

　
ス
イ
セ
ン
、
ユ
リ
、
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
、
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
等
の
秋
植
え
球
根

の
販
売
い
た
し
ま
す
。 

「
秋
植
え
球
根
プ
レ
ゼ
ン
ト
」 

　
九
月
六
日（
土
）〜
十
五
日（
月
） 

　
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
を
先
着
百

名
様
、
日
祭
日
先
着
二
百
名
様
に
プ 

 

レ
ゼ
ン
ト
。 

「
園
芸
教
室
」 

　
九
月
十
四
日
（
日
） 

　
秋
の
草
花
の
育
て
方
と
ボ
タ
ン
の

手
入
れ
の
仕
方
に
つ
い
て
の
園
芸
教

室
を
参
加
無
料
で
行
い
ま
す
。 

「
敬
老
の
日
」 

　
九
月
十
五
日
（
月
） 

　
満
六
十
五
歳
以
上
の
方
の
入
園
を

無
料
に
い
た
し
ま
す
。 

 

　
九
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
三

万
平
方
㍍
の
ソ
バ
畑
の
花
が
白
一
色

に
咲
き
そ
ろ
い
ま
す
。 

 

　
開
園
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後

五
時
ま
で
（
入
園
は
午
後
四
時
三
十

分
ま
で
）
で
す
。 

　
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
☎
四

二
│
四
一
一
一
ま
で
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 

秋の山野草まつり 
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% シートベルト着用率調査結果 平成14年７月調査 八郷町 
茨城県 

八郷町 
茨城県 

総　合 

着用率 

運転席　助手席 

運転席 

男女別 時間帯別 

助手席 男 女 朝 昼 夕 
70.3 
81.4

73.4 
83.2

41.8 
70.1

68.1 
80.1

73.9 
83.9

72.3 
81.3

63.7 
81.8

73.1 
81.1

　単位：％ 



⑽

吉
生
小
学
校 

     

　
本
校
は
、
明
治
十
五
年
に
創
立
さ
れ 

こ
の
七
月
で
百
二
十
一
年
目
を
迎
え
る 

歴
史
あ
る
学
校
で
す
。 

　
児
童
数
八
十
七
名
、
六
学
級
の
小
規 

模
校
で
す
。 

①
自
然
の
宝
庫
「
吉
生
の
森
」 

　
学
校
に
は
、
校
庭
の
西
側
に
周
囲
二 

百
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
堀
に
囲
ま
れ
た 

小
高
い
森
が
あ
り
ま
す
。
土
地
の
所
有 

者
の
好
意
に
よ
り
土
地
を
使
用
さ
せ
て 

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
の
森
は
、
本
校
の
歴
史
よ
り
遥
か 

に
古
く
「
吉
生
要
害
城
館
跡
」

と
し
て
遺
跡
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　
森
に
は
、
地
域
の
方
々
の
労

力
に
よ
り
た
く
さ
ん
の
施
設
が

作
ら
れ
て
い
ま
す
。
森
の
入
り

口
に
は
、
堀
を
渡
る
高
さ
四
メ

ー
ト
ル
、
全
長
十
四
メ
ー
ト
ル 

の
橋
「
は
ば
た
き
橋
」
が
架
か

っ
て
い
ま
す
。
森
の
中
央
に
は
、

子
ど
も
た
ち
が
野
外
活
動
や
給

食
が
出
来
る
「
ピ
ノ
キ
オ
教
室
」

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
教
室
の
机

や
椅
子
は
、
大
小
の
木
製
電
線

ド
ラ
ム
を
利
用
し
て
地
域
の
方
々

が
作
り
上
げ
た
も
の
で
す
。 

　
西
側
奥
に
あ
る
高
さ
五
メ
ー 

     

ト
ル
の
大
き
な
「
見
晴
ら
し
台
」
か
ら

は
、
八
郷
の
山
並
み
や
筑
波
山
が
一
望

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
大
き
な
も
み
の
木
の
枝
か
ら 

吊
る
し
た
遊
具
「
タ
ー
ザ
ン
ロ
ー
プ
」 

は
こ
の
森
で
一
番
人
気
の
あ
る
遊
び
で 

す
。 

　
更
に
こ
の
森
は
、
春
は
野
イ
チ
ゴ
、 

ワ
ラ
ビ
、
秋
は
色
々
な
キ
ノ
コ
が
群
生 

し
て
い
る
山
菜
の
宝
庫
で
す
。 

　
森
の
す
ぐ
手
前
に
は
、
全
長
三
十
メ 

ー
ト
ル
の
細
長
い
池
が
森
を
囲
む
よ
う 

に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
や
す
ら 

ぎ
の
池
」
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
放
し 

た
コ
イ
、
フ
ナ
、
メ
ダ
カ
、
ザ
リ
ガ
ニ 

カ
エ
ル
、
金
魚
な
ど
が
元
気
に
泳
い
で 

い
ま
す
。
こ
の
夢
の
あ
る
施
設
と
自
然 

に
囲
ま
れ
た
「
吉
生
の
森
」
は
、
地
域 

の
人
と
次
代
を
担
う
吉
生
の
子
ど
も
た 

ち
と
の
か
け
橋
で
す
。 

②
絆
を
育
む
吉
生
っ
子
グ
ル
ー
プ 

　
本
校
は
、
単
一
学
級
の
た
め
人
間
関 

係
が
固
定
化
し
な
い
よ
う
に
一
年
生
か 

ら
六
年
生
ま
で
を
縦
割
り
の
六
つ
の
グ 

ル
ー
プ
に
分
け
、
色
々
な
係
わ
り
を
通 

し
て
人
間
関
係
作
り
に
努
め
て
い
ま

す
。 

　
五
月
の
連
休
明
け
に
、
こ
の
六
つ
の 

グ
ル
ー
プ
毎
に
「
サ
ツ
マ
イ
モ
苗
」
を 

植
え
ま
し
た
。
例
年
通
り
で
す
と
マ
ル 

チ
栽
培
で
す
が
、
今
年
は
自
然
の
条
件 

で
育
て
て
み
よ
う
と
路
地
栽
培
を
し
て 

み
ま
し
た
。 

　
こ
の
秋
に
は
、
お
い
し
い
サ
ツ
マ
イ 

モ
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
二
週
間
に 

一
度
グ
ル
ー
プ
毎
に
草
取
り
を
し
て
い 

ま
す
。
雑
草
の
多
さ
に
驚
き
、
例
年
と 

は
違
っ
た
大
変
さ
を
肌
で
感
じ
な
が
ら 

も
楽
し
そ
う
に
草
取
り
に
挑
ん
で
い
ま 

す
。
収
穫
す
る
こ
の
秋
ま
で
雑
草
と
の 

闘
い
が
続
く
よ
う
で
す
。 

　
各
種
の
行
事
を
通
し
て
、
上
級
生
と 

下
級
生
と
の
絆
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

（
文
責
　
吉
生
小
学
校
長
　
佐
藤
達
郎
） 

特
色
あ
る
教
育
活
動
を
め
ざ
し
て 

 

       

　
表
皮
の
最
も
外
側
の
角
質
層
が
、

異
常
に
厚
く
な
っ
た
状
態
を
角
化
症

（
か
く
か
し
ょ
う
）
と
い
い
ま
す
。

角
化
症
に
は
遺
伝
性
の
皮
膚
科
疾
患

と
、
遺
伝
性
で
な
い
外
科
と
皮
膚
科

に
ま
た
が
る
病
気
が
あ
り
ま
す
。
こ

こ
で
は
後
者
に
入
る
俗
称
タ
コ
と
魚

の
目
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。 

　
タ
コ
は
胼
胝
腫
（
べ
ん
ち
し
ゅ
）

と
い
う
も
の
で
す
。
好
発
部
位
は
座

り
ダ
コ
と
い
わ
れ
て
い
る
足
関
節
外

果
部
（
足
首
の
外
側
の
く
る
ぶ
し
）
、

ペ
ン
ダ
コ
と
い
わ
れ
て
い
る
指
、
そ

し
て
手
背
、
足
背
や
趾
（
足
の
ゆ
び
）

な
ど
で
す
。
形
は
皮
膚
面
は
円
形
な

い
し
楕
円
形
で
、
中
に
入
っ
て
も
同

じ
形
な
の
で
、
ほ
ぼ
円
柱
と
い
え
ま

す
。
も
う
述
べ
る
ま
で
も
な
く
、
原

因
は
同
一
部
位
に
繰
り
返
し
加
わ
る

外
力
に
よ
り
ま
す
。
症
状
も
そ
ん
な

に
痛
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
じ
ゃ
ま

な
存
在
で
す
。
治
療
法
は
切
除
を
す

る
こ
と
は
行
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、

原
因
除
去
が
一
番
だ
か
ら
で
す
。
そ

う
す
れ
ば
自
然
に
柔
ら
か
く
な
っ
て

い
く
の
が
一
般
的
で
す
。 

　
次
に
、
魚
の
目
は
鶏
眼
（
け
い
が 

       

ん
）
と
い
う
も
の
で
す
。
好
発
部
位
は

足
底
と
趾
に
限
る
と
い
っ
て
も
良
い
で

し
ょ
う
。
形
は
皮
膚
面
は
ほ
と
ん
ど
円

形
で
す
が
、
中
に
入
る
に
つ
れ
て
、
円

の
直
径
が
小
さ
く
な
り
ま
す
。
つ
ま
り

全
体
像
は
円
す
い
形
で
す
。
原
因
は
持

続
的
物
理
的
刺
激
に
よ
り
ま
す
。
最
も

多
い
原
因
に
、
足
に
あ
わ
な
い
履
物
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
脊
柱
の
病
気
な

ど
で
、
姿
勢
が
悪
く
、
体
重
の
加
重
負

担
が
足
の
先
に
か
か
っ
た
り
、
こ
の
よ

う
な
負
担
の
か
か
る
運
動
や
仕
事
も
原

因
の
一
つ
に
な
り
ま
す
。
症
状
は
胼
胝

腫
と
違
い
、
形
が
円
す
い
形
な
た
め
、

圧
す
る
と
か
な
り
痛
い
も
の
で
す
。
治

療
法
は
外
科
的
切
除
が
あ
り
ま
す
が
、

好
発
部
位
か
ら
考
え
て
、
麻
酔
の
注
射

や
術
後
も
痛
い
し
、
抜
糸
も
普
通
よ
り

時
間
を
要
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
ス
ピ
ー
ル
膏
貼
布
法
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
貼
る
だ
け
で
は
除

去
さ
れ
ま
せ
ん
。
円
す
い
の
先
端
が
除

去
さ
れ
な
く
て
は
直
ら
な
い
の
で
す
。

医
師
の
力
が
必
要
で
す
。
こ
の
方
法
は

切
除
と
違
い
、
痛
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
食
べ
ら
れ
な
い
タ
コ
と
魚
の
目
に
つ

い
て
で
し
た
。 

タ
コ
と
魚
の
目 

  

豊
後
荘
病
院
　
内
科
　
関
根
　
鴻

サツマイモ苗の植え付け 

よ
し
　
う 



⑾

    

平
成
13
年
10
月
3
日
生
ま
れ 

父
　
育
弘
さ
ん
　
母
　
綾
子
さ
ん 

　
家
族
か
ら
の
一
言 

　
や
ん
ち
ゃ
で
甘
え
ん
坊
な
雄
平
君
は
、

お
姉
ち
ゃ
ん
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
大
好

き
。
音
楽
が
か
か
る
と
リ
ズ
ム
に
の
っ

て
踊
り
、
み
ん
な
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
す
。
最
近
は
自
転
車
に
乗
る
の
が
お

気
に
入
り
。
健
康
で
、
人
の
痛
み
の
分

か
る
子
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。 

柿   

岡 

  

阿
久
津 

雄 

平
ち
ゃ
ん 

八
郷
の
歴
史 

（28） 

♥

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル 

食生活改善推進員（ヘルスメイト） 

　　　谷仲　れい子（柿岡） 

オクラの粘りは強壮ムチン 

スタミナ増強の強い味方です 

【材料】（4人分） 

○豚薄切り肉　300g（10枚～12枚）○オクラ　

5～6本○玉ねぎ　１/2個（小）○レタス　適宜

○ミニトマト　適宜○卵　１個○小麦粉、パン

粉　適宜○塩・こしょう　各少々○揚げ油 

【作り方】 

①オクラはさっとゆでて冷水にとって冷まし、

水気をしっかり取る。玉ねぎ縦半分は６等分の

くし型に切る。②豚肉は１枚ずつ広げて、軽く

塩・こしょうする。③広げた豚肉の手前にオク

ラ1本をのせ、くるくると巻く。玉ねぎも同様に。 

④巻いた肉に小麦粉、溶き卵、パン粉の順につ

け、中温の油でゆっくりきつね色に揚げる。 

⑤皿に盛り、レタスとミニトマトを添える。 

※ケチャップやウスターソースなど、好みで食

　べてください。　 

　
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
誌
に
は
多
く
の「
思

い
出
」
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
に

運
動
会
が
あ
り
ま
す
。
戦
前
に
お
い
て
は
、
学

芸
会
と
と
も
に
村
を
挙
げ
て
の
大
行
事
で
、
村

内
が
一
つ
と
な
っ
て
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
た

こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
運
動
会
は
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
海
軍
兵

学
寮
で
開
催
さ
れ
た
の
を
最
初
と
し
、
札
幌
農

学
校
・
東
京
大
学
等
で
実
施
さ
れ
、
や
が
て
全

国
的
な
普
及
を
み
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
県
内
で
は
、
明
治
十
八
年
十
一
月
十
五
日
、

茨
城
師
範
学
校
附
属
小
学
校
生
徒
が
水
戸
の
桜

山
で
運
動
会
を
開
催
し
た
の
を
初
見
と
し
、
以

後
各
地
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
八
郷
地
区
で
は
、
明
治
二
十
四
年
二
月
に
新

治
郡
柿
岡
私
立
高
等
小
学
校
が
善
慶
寺
を
仮
用

し
て
開
校
し
た
と
き
、
生
徒
二
百
余
名
、
「
其

隆
盛
を
祝
せ
ん
為
、
同
所
高
友
山
に
於
て
大
運

動
会
を
催
ふ
せ
り
」
（
茨
城
教
育
協
会
雑
誌
八

十
六
号
）
と
あ
る
の
が
初
め
で
す
。
同
校
は
明

治
二
十
六
年
一
月
に
柿
岡
町
、
葦
穂
村
と
林
村

の
一
町
二
ヶ
村
組
合
高
等
小
学
校
と
な
り
ま
す
。

明
治
三
十
四
年
三
月
同
校
を
卒
業
し
た
菊
地
文

七
・
川
井
源
次
郎
・
桜
井
常
男
の
三
氏
が
、
明

治
三
十
九
年
春
、
松
山
亨
校
長
と
相
談
し
て
運

動
会
を
開
催
し
た
と
あ
り
ま
す
。
菊
地
氏
の

「
思
い
出
の
く
さ
ぐ
さ
」
に
、 

　
　
毎
晩
山
城
屋
に
集
り
、
万
国
旗
を
造
っ
た

　
　
り
、
道
具
を
集
め
た
り
準
備
し
た
も
の
で

　
　
し
た
。
競
技
の
種
目
は
百
姓
武
装
競
争
、 

ス
プ
ー
ン
・
提
灯
競
争
、
其
の
他
中
学
で

や
っ
て
い
た
も
の
を
取
り
こ
ん
だ
も
の
で

し
た
。
当
時
と
し
て
は
珍
ら
し
い
行
事
で

町
の
人
気
は
勿
論
生
徒
達
の
喜
び
は
大
き

く
、
当
時
先
輩
気
分
を
大
い
に
発
揮
し
て

意
気
揚
々
場
内
を
走
り
廻
っ
た
事
を
想
い

起
す
と
面
恥
し
い
気
分
が
致
し
ま
す
。 

（
柿
岡
小
学
校
創
立
八
十
周
年
記
念
誌
）

と
あ
り
ま
す
。 

 

明
治
三
十
年
代
後
半
に
は
各
小
学
校
で
も
運

動
会
が
開
催
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
小
幡
尋
常
高

等
小
学
校
で
は
、
明
治
三
十
八
年
の
秋
季
運
動

会
で
、
三
年
生
が
「
昔
丹
波
の
大
江
山
、
鬼
共

多
く
籠
り
い
て
」
と
歌
い
な
が
ら
輪
を
作
り
、

身
ぶ
り
手
ぶ
り
よ
ろ
し
く
舞
う
遊
戯
を
や
っ
て

大
喝
采
を
受
け
た
と
あ
り
ま
す
。
林
尋
常
小
学

校
で
も
、
運
動
会
に
な
る
と
楽
隊
が
編
成
さ

れ
、
大
太
鼓
・
小
太
鼓
・
横
笛
な
ど
に
ぎ
や
か

に
演
奏
し
て
父
兄
に
喜
ば
れ
た
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
や
が
て
各
小
学
校
で
は
春
秋
の
二
回
、
運
動

会
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
村
を
挙
げ
て

の
大
行
事
に
発
展
し
て
行
き
ま
し
た
。
大
正
二

年
と
推
定
さ
れ
ま
す
恋
瀬
村
の
「
春
季
運
動
会

状
況
」
（
断
簡
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
断
簡
か

ら
、
準
備
委
員
二
十
六
人
、
不
眠
不
休
、
父
兄

寄
贈
の
糯
（
も
ち
ご
め
）
を
恋
瀬
、
大
増
両
校

生
徒
の
弁
当
に
赤
飯
と
し
て
配
布
し
た
云
々
と

記
録
さ
れ
て
い
ま
す（
大
塚
友
部
宣
治
家
文
書
）。 

　
大
正
十
年
頃
か
ら
山
根
小
学
校
連
合
運
動
会

が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
八
郷
地
区
教
育

発
展
の
礎
と
な
り
ま
す
。 

 

　
町
史
編
さ
ん
専
門
調
査
員
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
現
代
　
青
木
光
行 

 

運
動
会
事
始
め 

わたしの手料理 



⑿

　
　
　
央
公
民
館
の
中
に
あ
る
図
書
室
の
紹

　
　
　
介
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
購
入

し
た
近
刊
本
を
広
報
に
掲
載
し
て
い
た
だ
く

と
借
り
に
行
き
や
す
い
で
す
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
田
　
田
口
　
栄 

　
　
現
在
中
央
公
民
館
図
書
室
に
は
一
般
図

書
・
児
童
図
書
・
郷
土
資
料
合
わ
せ
て
約
二

万
三
千
冊
の
図
書
（
紙
芝
居
百
九
十
組
）
が

所
蔵
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
新
刊
図
書

も
随
時
購
入
し
て
い
ま
す
。
図
書
の
貸
し
出

し
は
、
一
回
に
一
人
五
冊
ま
で
、
貸
し
出
し

期
間
は
十
四
日
間
で
す
。
土
・
日
曜
日
も
利

用
で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
購
入
し
た
新
刊
図
書
の
紹
介
に
つ

い
て
で
す
が
、
八
月
か
ら
広
報
紙
に
「
新
刊

図
書
案
内
コ
ー
ナ
ー
（
仮
称
）」
を
設
け
、

み
な
さ
ま
に
お
知
ら
せ
す
る
方
向
で
進
め
て

お
り
ま
す
。
な
お
、
図
書
の
購
入
希
望
申
し

込
み
は
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
本
が
あ
り
ま
し
た
ら
中
央
公
民

館
事
務
室
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
央
公
民
館 

　
　
　
報
み
の
り
に
「
料
金
と
税
金
の
比

　
　
　
較
」
に
つ
い
て
他
市
町
村
と
の
比
較

が
載
っ
て
い
ま
し
た
が
、
八
郷
町
は
他
市
町

村
に
比
べ
て
水
道
・
下
水
道
使
用
料
が
一
番

高
い
よ
う
で
し
た
。
そ
れ
は
ど
う
し
て
で
し

ょ
う
か
。
　
　
　
　
　
東
成
井
　
菅
谷
健
一 

　
　
水
道
料
金
に
つ
い
て
の
ご
意
見
で
す

が
、
基
本
料
金
を
近
隣
市
町
村
と
比
較
し
ま

す
と
、
確
か
に
八
郷
町
は
や
や
割
高
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
は
、
人
口
密

度
か
ら
も
お
分
か
り
の
よ
う
に
、
面
積
が
広

く
住
宅
が
点
在
し
て
い
る
こ
と
、
起
伏
が
激

し
い
地
形
条
件
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
水
道
管

の
敷
設
距
離
が
長
く
な
り
、
ま
た
、
供
給
す

る
水
の
約
八
十
㌫
を
深
井
戸
に
よ
る
地
下
水

で
ま
か
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
浄
水
場
や

ポ
ン
プ
場
な
ど
施
設
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
建
設
や
維
持
管
理
に
か
か
る

費
用
が
大
き
く
な
り
、
相
応
に
料
金
が
割
高

と
な
っ
て
い
る
訳
で
す
。
本
町
の
水
道
普
及

率
は
、
近
隣
の
市
町
村
と
比
べ
て
も
高
く
、

水
道
管
は
広
大
な
町
域
に
張
り
巡
ら
せ
て
い

ま
す
。
近
年
、
日
々
水
の
需
要
も
高
く
な
っ

て
き
て
お
り
、
今
後
も
町
内
の
隅
々
に
行
き

渡
っ
た
水
脈
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
水
道
課 

　
　
八
郷
町
の
公
共
下
水
道
と
他
市
町
村
と

の
違
い
に
つ
い
て
で
す
が
、
石
岡
市
や
美
野

里
町
（
他
七
市
町
村
）
は
霞
ヶ
浦
湖
北
流
域

下
水
道
区
域
と
な
っ
て
お
り
、
三
十
五
万
四

千
人
を
計
画
人
口
と
し
て
汚
水
を
霞
ヶ
浦
事

務
所
の
処
理
施
設
に
送
り
処
理
し
て
い
ま
す
。

使
用
料
は
使
っ
た
水
量
で
算
出
し
て
い
ま
す
。

当
町
の
場
合
は
、
町
単
独
の
処
理
施
設
を
建

設
し
運
営
し
て
い
る
た
め
、
二
万
二
千
六
十

人
を
計
画
人
口
と
し
て
そ
の
運
営
費
を
ま
か

な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
使
用
料
で
す

が
、
一
世
帯
の
基
本
額
を
二
千
五
百
二
十
円

と
し
て
そ
こ
に
一
人
当
た
り
四
百
二
十
円
を

足
す
算
出
方
法
に
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
水
道
課 

わ
た
し
も
一
言 

　
評
　
　
獨
立
書
人
団
審
査
会
員
　
　
関
　
　
翠
　
邱
　 

習
字
コ
ー
ナ
ー 

　
堂
々
た
る
書
き
ぶ
り
で
点
画
も
よ

し
、
余
白
の
白
が
特
に
美
し
く
見
え
る

立
派
な
作
品
で
す
。 

　
筆
使
い
が
上
手
で
墨
色
も
よ
し
、
ま

た
終
筆
の
切
れ
味
も
よ
く
、
良
い
作
品

と
な
り
ま
し
た
。 

恋
瀬
小
　
五
年
　
柘
植
真
理
子 

  

柿
岡
中
　
一
年
　
谷
田
部
麻
美 

 

P.N　さくらメント 

中 広 

♣

♣ ♣

㈶

月岡　萩原　志づ 
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３つの答えの中から正解を選びハガ

キに書いて送ってください。 

①住民基本台帳ネットワークシステ

ムの第2次サービスはいつから？ 

Ａ－８月25日　Ｂ－７月25日　 

Ｃ－７月15日 

②茨城県の交通安全シンボルキャラ

クターの名称は？ 

Ａ－スキップくん　Ｂ－カエルくん

Ｃ－ストップくん 

③介護サービスは、在宅サービスと

もう１つは何でしょう？ 

Ａ－施設サービス Ｂ－出張サービス 

Ｃ－出前サービス 

【応募の方法】 

☆ハガキに広報クイズ184と書き、

答えの記号（例①－Ａ）、住所、氏

名、年齢、世帯主と「私もひとこと」

へのご意見や広報の感想などを書い

て送ってください。イラストやマン

ガも大歓迎。 

☆締切日　平成15年８月15日 

　　　　　（当日消印有効） 

☆応募先　〒315－0195　八郷町柿岡

　　　　　5680－1　八郷町役場秘

　　　　　書広聴課 

☆当選者の発表　本紙9月号 

【広報クイズ182の当選者の発表】 

正解は①－Ｃ、②－Ａ、③－Ａでし

た。応募総数38通、正解32通の中か

ら次の10人が正解しました。 

荒木美智子（小見）入江勇（大増）

木村和子（川又）小池勇（柿岡）関

由利子（片野）友部奈津美（太田）

仁平洋子（小幡）萩原志づ（月岡）

山中和（片野）渡辺たか子（片野） 

　　　　　　　　　　　【敬称略】 

 

　全問正解者のなかから 

抽選ですてきな賞品が当 

たるよ　 

やさと文芸 

や

さ

と

 

短
　
　
　
　
歌
　
　
　
　
　
大
　
塚
　
　
　
誠  

選     
       

俳
　
　
　
　
句
　
　
　
　
　
綿
　
引
　
鼓
　
峰  

選   
    

俚
　
　
　
　
謡
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
弦
　
月  

選  

広報ク
イズ  

184

　
朝
日
小
学
校
の
プ
ー
ル
が
完
成
し
、 

竣
工
式
と
プ
ー
ル
開
き
が
行
わ
れ
ま
し 

た
（
昭
和
五
十
三
年
当
時
）
。
プ
ー
ル 

に
入
る
前
に
シ
ャ
ワ
ー
を
あ
び
て
初
泳 

ぎ
を
前
に
ド
キ
ド
キ
、
ワ
ク
ワ
ク
。 

 

し
ょ
い
か
ご 

深
呼
吸
し
つ
つ
待
ち
を
り
コ
ー
ラ
ス
の
出
番
間
近
き
舞
台
の
袖
に 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
崎
　
荒
　
井
　
幸
　
子 

ひ
っ
そ
り
と
若
葉
の
陰
か
ら
柚
子
の
花
小
雪
の
や
う
に
散
り
初
め
た
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弓
　
弦
　
塚
　
田
　
キ
　
ヨ 

父
の
日
に
父
に
背
負
籠
贈
ら
む
と
先
づ
手
始
め
今
日
は
竹
割
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柿
　
岡
　
小
　
池
　
　
　
勇 

  

薔
薇
の
園
ふ
と
く
ち
ず
さ
む
リ
ル
ケ
の
詩
　
　
宇
治
会
　
河
　
野
　
純
　
三 

野
よ
り
来
る
五
月
の
風
の
青
し
と
も
　
　
　
　
弓
　
弦
　
塚
　
田
　
キ
　
ヨ 

母
の
日
と
言
ひ
て
無
沙
汰
の
子
が
来
た
る
　
　
柿
　
岡
　
小
　
池
　
　
　
勇 

  

傘
の
一
つ
に
よ
り
添
う
影
が
噂
呼
ん
で
る
春
の
宵 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
　
林
　
村
　
田
　
美
千
代 

所
詮
戻
ら
ぬ
こ
の
世
の
青
春
を
老
い
て
咲
き
た
い
野
辺
の
花 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
　
林
　
白
　
井
　
冨
喜
江 

植
え
た
稲
田
を
見
廻
る
老
の
頬
に
優
し
い
青
田
風 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
　
林
　
額
　
賀
　
力
　
江 

 

P.N　いおり 

 

P.N　ながったん 

 P.N  ｊαｍ 

 

ば
　
ら 



⒁

 

平
成
　
年
度
さ
つ
き
展
示
会
入
賞
者 

 

　
八
郷
町
盆
栽
会
（
上
田
孝
之
会
長
）

主
催
に
よ
る
第
二
十
八
回
さ
つ
き
展
示

会
が
六
月
三
日
か
ら
七
日
ま
で
中
央
公

民
館
で
開
催
さ
れ
、
三
日
に
審
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。
（
以
下
敬
称
略
） 

飯
塚
孝
三
（
農
林
水
産
大
臣
賞
）
鈴
木

利
昭
（
県
農
林
水
産
部
長
賞
）
菅
谷
英

夫
（
県
南
総
合
事
務
所
長
賞
）
高
橋
正

躬
（
県
議
会
議
員
賞
）
額
賀
勇
三
（
八

郷
町
町
長
賞
）
飯
塚
実
（
町
議
会
議
長

賞
）
鈴
木
勲
（
町
盆
栽
会
会
長
賞
）
飯

島
秀
昭
（
町
農
業
委
員
会
長
賞
）
小
沢

義
弘
（
町
観
光
協
会
長
賞
）
河
合
定
男

（
町
教
育
長
賞
）
鈴
木
つ
ね
（
県
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
園
長
賞
）
飯
田
一
夫
（
町

商
工
会
長
賞
）
熊
岡
三
夫
（
常
陽
銀
行

柿
岡
支
店
長
賞
）
小
池
和
義
（
上
田
園

芸
賞
） 

 

■
訂
正
　
広
報
や
さ
と
六
月
号
「
わ
が

家
の
ア
イ
ド
ル
」
の
太
田
の
富
田
凱
斗

ち
ゃ
ん
の
生
年
月
日
が
平
成
14
年
２
月

16
日
と
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
14
年
５

月
３
日
の
誤
り
で
す
。
訂
正
と
と
も
に

お
詫
び
し
ま
す
。
　 

 

ま
ち
の
話
題
で
き
ご
と 

身
近
な
出
来
事
や
地
元
の 

話
題
を
お
よ
せ
く
だ
さ
い 

 ︵
連
絡
先
・
秘
書
広
聴
課
☎
内
線
一
三
四
三
︶

   

　
フ
レ
ッ
シ
ュ
モ
ニ
タ
ー
と
町
政
モ
ニ
タ
ー
の

委
嘱
状
交
付
が
、
七
月
五
日
に
役
場
会
議
室
を

会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町
が
町
政

に
関
す
る
情
報
を
モ
ニ
タ
ー
の
み
な
さ
ん
に
提

供
し
、
町
政
に
対
す
る
率
直
な
意
見
を
い
た
だ

き
、
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
こ
う
と

す
る
も
の
で
、
任
期
は
平
成
十
六
年
三
月
末
ま

で
で
す
。 

　
フ
レ
ッ
シ
ュ
モ
ニ
タ
ー
は
町
内
の
中
学
校
四

校
か
ら
選
出
さ
れ
た
十
六
名
、
町
政
モ
ニ
タ
ー

は
町
内
か
ら
二
十
五
名
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。 

フ
レ
ッ
シ
ュ
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
今
年
か
ら
新

設
さ
れ
た
も
の
で
、
町
が
進
め
て
い
る
仕
事
や

計
画
な
ど
に
対
し
、
若
い
世
代
か
ら
の
意
見
や

提
案
を
い
た
だ
き
、
そ
の
考
え
を
取
り
入
れ
て

い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

　
こ
れ
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
ニ
タ
ー
会
議
で

公
共
施
設
な
ど
の
見
学
や
研
修
を
予
定
し
て
お

り
、
町
政
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。
　 

　
町
政
に
対
す
る
意
見
や
質
問
に
つ
い
て
は
、

モ
ニ
タ
ー
通
信
（
手
紙
や
Ｅ
メ
ー
ル
）
で
随
時

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

　
七
月
四
日
に
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
八
郷

町
地
区
大
会
が
役
場
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
同
大
会
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
正
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お

い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
こ
う
と
全
国
的
に
行
わ
れ
る
も
の

で
す
。 

　
大
会
で
は
、
石
岡
警
察
署
長
の
松
井
直
氏
を

講
師
に
お
迎
え
し
、
「
最
近
の
犯
罪
状
況
に
つ

い
て
」
と
題
す
る
講
演
が
行
わ
れ
、
広
報
ビ
デ

オ
「
君
は
一
人
じ
ゃ
な
い
」
が
上
映
さ
れ
ま
し

た
。 

　
講
演
で
は
松
井
氏
の
現
場
で
の
経
験
を
も
と

に
し
た
話
が
さ
れ
、
「
昔
は
地
域
の
住
民
と
の

ふ
れ
あ
い
が
あ
っ
た
の
で
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が

入
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
は
あ
ま
り
な
く
な
り

ま
し
た
」
と
話
し
、
「
ど
ん
な
こ
と
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
の
で
、
何
か
あ
っ
た
ら
迷
わ
ず
一
一

〇
番
し
て
く
だ
さ
い
」
と
会
場
に
呼
び
か
け
ま

し
た
。 

 

犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
目
指
し
て 

  

平
成
　
年
度
の
モ
ニ
タ
ー
活
動
始
ま
る 

  

15

15

フレッシュモニター 



⒂

   

　
小
幡
在
住
の
富
田
明
さ
ん
か
ら
こ
の

ほ
ど
似
顔
絵
を
描
い
た
色
紙
等
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
富
田
さ
ん
は
、
イ
ラ
ス

ト
を
小
さ
い
画
面
か
ら
ど
れ
ぐ
ら
い
引

き
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
試
そ
う

と
、
広
報
や
さ
と
の
わ
が
家
の
ア
イ
ド

ル
の
写
真
を
見
な
が
ら
描
い
た
の
が
き

っ
か
け
で
、
今
回
ご
好
意
で
お
譲
り
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
頂
い
た
色
紙
等
は
、

ご
家
族
に
そ
れ
ぞ
れ
お
渡
し
し
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

           

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
八
郷
町
地

区
大
会
で
松
井
直
石
岡
警
察
署
長
が
、

最
近
は
家
庭
で
の
父
親
の
権
限
が
な
く

な
っ
て
い
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
こ
で
下
林
の
吉
川
霞
郷
さ
ん

の
俚
謡
を
紹
介
し
ま
す
。 

　
父
の
重
石
が
ほ
ど
よ
く
き
い
て
　 

　
母
の
笑
顔
で
子
は
育
つ
　
　
（
ｋ
） 

 

　
町
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
ジ
ョ
イ
フ
ル
サ

タ
デ
ー
（
ふ
る
さ
と
少
年
教
室
）
が
六
月
二
十

一
日
か
ら
中
央
公
民
館
を
会
場
に
始
ま
り
ま
し

た
。 

　
こ
れ
は
、
完
全
学
校
週
五
日
制
が
昨
年
の
四

月
か
ら
実
施
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
土
曜
日
を
利

用
し
て
公
民
館
を
開
放
し
、
そ
こ
で
さ
ま
ざ
ま

体
験
を
し
て
も
ら
お
う
と
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。

対
象
は
町
内
の
幼
児
、
小
学
生
、
中
学
生
で
参

加
は
自
由
、
楽
し
い
教
室
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
や

子
ど
も
シ
ア
タ
ー
、
昔
の
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
な

ど
を
設
け
て
い
ま
す
。
前
期
は
四
回
行
い
、
後

期
は
十
月
か
ら
六
回
行
う
予
定
で
す
。 

　
同
教
室
は
、
八
郷
高
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
、

青
少
年
を
育
て
る
八
郷
町
民
の
会
、
八
郷
町
青

少
年
相
談
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
行
わ
れ

ま
す
。 

 

　
朝
日
小
学
校
（
酒
寄
晴
夫
校
長
）
三
年
生
の

児
童
七
名
が
、
六
月
十
七
日
に
総
合
的
学
習
の

時
間
に
地
域
の
歴
史
を
学
ぼ
う
と
、
小
野
越
の

北
向
山
観
音
堂
を
訪
れ
ま
し
た
。 

　
観
音
堂
で
は
、
八
郷
町
ふ
る
さ
と
の
史
跡
ま

も
り
隊
隊
長
で
あ
る
鈴
木
俊
勝
さ
ん
よ
り
観
音

堂
に
伝
わ
る
小
野
小
町
伝
説
な
ど
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
話
に
子
ど
も
た

ち
は
興
味
深
そ
う
に
耳
を
か
た
む
け
て
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
境
内
に
あ
る
集
会
所
で
は
、
昔
な

が
ら
の
い
ろ
り
で
作
っ
た
み
そ
田
楽
が
振
舞

わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し

た
。 

 

朝
日
小
３
年
生
が
地
域
の
歴
史
を
学
ぶ 

  

　
つ
く
ば
市
の
筑
波
公
民
館
講
座
生
に
よ
る
八

郷
の
巨
樹
め
ぐ
り
が
、
六
月
十
八
日
に
行
わ
れ
、

講
師
に
八
郷
巨
樹
の
会
会
長
の
小
林
文
男
さ
ん

（
柿
岡
）
が
招
か
れ
ま
し
た
。 

　
同
講
座
で
は
、
町
内
十
一
か
所
十
四
本
の
県
・

町
指
定
樹
木
や
保
存
樹
を
見
学
、
小
林
会
長
の

巨
木
に
つ
い
て
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
講
座
生

は
大
木
を
見
上
げ
息
を
飲
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
筑
波
公
民
館
館
長
の
村
関
さ
ん
は
「
八
郷
町

が
本
な
ど
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
を
目
に
し
て

興
味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
」
と
話
し
、
「
今
回

八
郷
町
に
訪
れ
て
み
て
、
さ
ら
に
八
郷
町
に
つ

い
て
勉
強
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
」
と
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

八
郷
の
巨
樹
を
見
学 

  

土
曜
日
を
楽
し
も
う 

  

編
集
室 

お
も
し 

小
幡
の
富
田
さ
ん
か
ら 

似
顔
絵
の
プ
レ
ゼ
ン
ト 

 

めんこ遊び 



⒃

演題 

 

●問い合わせ先　八郷町教育委員会学校教育課　内線1261 

 

　やさしい街やさしい人のテーマで、障害のある息子さんとの生活を 

振り返りながら、その中で学んだ幸せの意味や、家庭のあり方、また、 

障害者と健常者が共に手をとり合って生きる街づくりなど、感動的な 

講演内容です。  

 

講師 石井めぐみ  
 

先生（女優） 

 　東京生まれ。早稲田大学教育学部を卒業。1979年に映画「夜叉が池」でデビュー 

され、その後テレビ「噂の刑事トミーとマツ」「おんな太閤記」「オレたちひょうきん 

族」、また、2003年4月からは、ＮＨＫ教育テレビの「福祉ネットワーク」にレギュ 

ラー出演するなど、テレビドラマ、バラエティー、講演活動など幅広くご活躍中です。 

　一方、重度障害がある長男・優斗君の成長を綴った著書「笑ってよ、ゆっぴい」 

を発表。これがフジテレビのドキュメント番組として放映され、大きな反響と感動 

を呼びました。 

 

人権教
育研修会

●日時　　平成１５年８月２１日（木）　午後1時から 

●場所　　八郷町立中央公民館　大講堂 

 

 

●日程　　午後１時  　 　　受付 

　　　　　午後１時20分　　開会 

　　　　　午後１時30分　　講演 

　　　　　午後３時　　   　閉会 

●主催　　八郷町教育委員会 

　　　　　八郷町同和教育推進特別委員会 

　　　　　八郷町教育研究会 

 

 
ぜひ、おいでください。 
　　　　多くの方のご参加をお待ちしております。 
 

●発行／八郷町役場●編集／秘書広聴課・茨城県新治郡八郷町柿岡5680-1　TEL0299－43－1111（内線1343）FAX（43）6732 
八郷町のホームページ　http://www.town.yasato.ibaraki.jp　Ｅ-mail : info@town.yasato.ibaraki.jp　 
　　　　　　　　　　　i-mode版：http://www.town.yasato.ibaraki.jp/i/ 　Ｊ－SKY版：http://www.town.yasato.ibaraki.jp/j/　 
 

入場無料 
 

やさしい街 やさしい人 




